
 

 

 

 

 

あいさつのあふれる「まえかわっ子」に 

～あかるく、いつも、さきに、つたわるように～ 

 

校長 近藤 百合  
  

「前川小学校は子供たちのあいさつにあふれてい

る」。これは、私が毎日、校門に立っていて感じるこ

とです。コロナ禍の中で「元気に」というあいさつは

なかなか難しいですが、「笑顔」で「明るく」あいさ

つをしてくれている子供たちの姿はとても素敵です。

毎朝、登校を見守ってくださっている保護者やスクー

ルガードのみなさんにあいさつしてくれる子供たち

の姿も素晴らしいです。 

あいさつは、人間関係の第一歩です。相手を意識し、

大切だと感じるからこそできるようになるものです。

そして、周りが当たり前のようにすることで、子供た

ちも感化され意識するようになってきます。小さい頃

に身に付けた「あいさつ」する姿は、将来、社会に出

たときに絶対に必要な力になります。 

学校では、今年度も「あいさつ、返事が適宜適切に

できる」ことを目指しています。「あいさつ」は、「あ

かるく」「いつも」「さきに」「つたわる」ことが大

切です。「おはようございます」「さようなら」「あ

りがとうございました」「しつれいします」など時間

帯や用件によって異なる「あいさつ」をたくさんの人

に「自然に」できるようにしていきます。 

ところで保護者のみなさん、御家庭でのあいさつの

状況はいかがでしょうか。「おはよう」「いただきま

す」「ごちそうさまでした」「いってきます」「いっ

てらっしゃい」「ただいま」「おかえりなさい」「お

やすみなさい」などあいさつの声が頻繁に聞こえてい

ますか。家族の間、夫婦、親子、兄弟姉妹、御近所に

あいさつの声があふれていますか。「環境が人を創る」

と言いますから、あいさつが多い環境が大切です。時

間の余裕、心の余裕が「あいさつ」という相手への思

いやりの表現を生み出します。御家庭でも「あかるく」

「いつも」「さきに」「つたわる」ように「あいさつ」

の声かけをお願いします。 

毎日の積み重ねで「あいさつ」は身に付きます。学

校、家庭、地域社会が一体となって、「あかるく、い

つも、さきに、つたわるように」子供を育て、あいさ

つのあふれる前川小学校にしていきましょう。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６月の主な行事予定】  

１日（火）講話朝会 

２日（水）プール清掃（５・６年） 

９日（水）集金日 

１１日（金）学校公開日・学校運営協議会 

２７日（日）開校記念日 

３０日（水）懇談会（１・２年） 

※予定は今後、変更になる場合があります。 

 

前川小学校だより ５月号 
学校ホームページ http://maekawa.official.jp 

学校教育目標  

思いやりの心をもち 進んで学ぶ子 元気な子の育成 

児童数 男子３４６名 女子３０３名 計６４９名 

令和３年  ４月２８日  
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表表表 

川口市 GIGAスクール構想について 

 本日、川口市の GIGA スクール構想についての

手紙を家庭数で配付いたしました。１人１台のタ

ブレットを有効活用し、多様な子供たちそれぞれ

に最適な学びを実現するための教育施策です。ぜ

ひご覧ください。 

家庭数 

http://maekawa.official.jp/

